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講1演1内 |1容の概略

1戦が国の長寿は日本食にあるとされ、世界に注目されている。

そのなかで、塩のなす役割は大きい。近年、塩味を含めて、味覚

受容体の企容が明らかになり、味の情報伝達機構が分子レベル

で論じることができるようになった。興味深いことに、味と健康という二つの概念が融合することになり、

味覚を「だますJことで「健康になる」ことが現実となってきている。その基本となる概念を今回|ま概説する。
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